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令和４年度 第１回 学校運営協議会

板 野 町 板 野 中 学 校

〒 779-0105 板野郡板野町大寺字郡頭 11番地
TEL 088-672-0079
FAX 088-672-0164
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第１回学校運営協議会

１ 日 時 令和４年５月２５日（水） １６：００～１６：４０

２ 場 所 板野中学校 校長室

３ 内 容 （１）板野町教育委員会教育長あいさつ

（２）委員自己紹介

（３）コミュニティスクール制度の説明

（４）学校運営基本方針

（５）昨年度の学校評議委員会からの提言

（６）令和４年度の学校運営について

今年度指定研究等

・大学連携強化！学校力向上拠点校事業

・「学びの架け橋」事業

（７）質疑
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令和４年度 板野町板野中学校 学校運営協議会 委員

氏 名 よみがな 役 職 電話番号

谷川 健二 たにがわ けんじ 板野町教育委員会教育長 ６７２－０１３６

氏 名 よみがな 役 職 備 考

１ 佐山 哲雄 さやま てつお 板野高等学校長

２ 佐野 明美 さの あけみ 板野町読書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾗﾌﾞ

３ 野田 晶子 のだ あきこ 板野町まちづくり女性の会

４ 坂東 安恵 ばんどう やすえ 板野町まちづくり女性の会

５ 吉田 美恵子 よしだ みえこ 板野中学校部活動指導員

６ 石川 五重 いしかわ いつえ 板野中学校ＰＴＡ会長

７ 山田 匠 やまだ たくみ 板野中学校長

８ 松本 賢一 まつもと けんいち 板野中学校教頭

校長室 谷川健二教育長 山田匠校長

○ ○

佐山哲雄 ○ ○ 松本賢一

佐野明美 ○

野田晶子 ○ ○ 石川五重

○ ○

坂東安恵 吉田美恵子

入り口

























はっきりしているはっきりしていない

何をしたら

いいのかわ

からない

目標がしっ

くり

こない
4月 1A 27 2 0 0

1B 25 3 0 0

1C 23 4 1 1

１年合計 75 9 1 1

2A 30 0 0 0

2B 29 1 0 0

2C 29 1 0 0

２年合計 88 2 0 0

3A 30 0 0 1

3B 31 0 0 0

3C 29 1 1 0

３年合計 90 1 1 1

全体合計 253 12 2 2 269

% 94.1 4.5 0.7 0.7

７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 5 7 9 5 2 0 0 1

1B 2 3 10 7 6 0 0 0

1C 3 3 6 10 5 2 0 0

１年合計 10 13 25 22 13 2 0 1

2A 8 7 8 3 2 0 1 1

2B 3 9 9 7 2 0 0 0

2C 8 8 5 6 2 0 0 1

２年合計 19 24 22 16 6 0 1 2

3A 5 2 13 9 1 0 0 1

3B 15 6 8 2 0 0 0 0

3C 8 5 9 7 1 0 0 1

３年合計 28 13 30 18 2 0 0 2

全体合計 57 50 77 56 21 2 1 5

71 4

184 29

２ とことん続ける目標が何日できていますか

48 16

65 9



７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 12 3 9 4 1 0

1B 3 6 8 7 3 1

1C 5 5 11 7 1 0

１年合計 0 0 20 14 28 18 5 1

28

2A 9 6 7 5 1 2

2B 11 8 4 4 1 2

2C 7 10 6 5 1 1

２年合計 0 0 27 24 17 14 3 5

17

3A 7 10 10 2 1 1

3B 15 6 5 1 3 1

3C 10 6 6 5 2 2

３年合計 0 0 32 22 21 8 6 4

21

全体合計 0 0 79 60 66 40 14 10

130

自信がある つき始めている
消えかけて

いる
自信がない

4月 1A 8 18 3 0

1B 9 17 2 0

1C 0 25 3 1

１年合計 17 60 8 1 86

19.8 69.8 9.3 1.2

2A 12 17 1 0

2B 11 16 1 2

2C 11 19 0 0

２年合計 34 52 2 2 90

37.8 57.8 2.2 2.2

3A 6 24 0 1

3B 12 17 1 1

3C 11 18 2

３年合計 29 59 3 2 93

31.2 63.4 3.2 2.2

全体合計 80 171 13 5 269

% 29.7 63.6 4.8 1.9

51 22

54 18

139 64

３ 応援したり励ましたり何日できていますか

34 24



７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 11 5 4 5 3 0 0 1

1B 13 3 5 3 4 0 0 0

1C 2 4 13 3 2 3 2 0

１年合計 26 12 22 11 9 3 2 1

11

2A 5 5 6 4 2 3 1 4

2B 9 7 6 4 1 0 1 2

2C 6 5 5 2 7 2 1 2

２年合計 20 17 17 10 10 5 3 8

10

3A 5 4 6 5 3 3 2 3

3B 15 3 5 2 5 0 0 1

3C 8 2 4 3 5 3 0 6

３年合計 28 9 15 10 13 6 2 10

10

全体合計 74 38 54 31 32 14 7 19

31

52 31

166 72

5 明日への扉によかったところ・もう一度

    やり直せるとしたらが書けていますか

60 15

54 26



７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 9 8 3 7 2 0

1B 7 9 8 3 1 0

1C 18 6 5 0 0 0

１年合計 0 0 34 23 16 10 3 0

16

2A 5 9 7 3 1 5

2B 3 3 8 6 3 7

2C 5 4 10 2 3 6

２年合計 0 0 13 16 25 11 7 18

61

3A 7 11 3 6 1 3

3B 10 11 4 5 1 0

3C 2 3 7 11 5 3

３年合計 0 0 19 25 14 22 7 6

49

全体合計 0 0 66 64 55 43 17 24

139

７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 21 3 5 0 0 0

1B 17 6 5 0 0 0

1C 18 6 1 3 0 1

１年合計 0 0 56 15 11 3 0 1

11

2A 21 4 3 0 2 0

2B 21 7 1 1 0 0

2C 23 5 0 2 0 0

２年合計 0 0 65 16 4 3 2 0

4

3A 15 6 2 0 0 2

3B 23 5 3 0 0 0

3C 22 4 3 1 1 0

３年合計 0 0 60 15 8 1 1 2

8

全体合計 0 0 181 46 23 7 3 3

23227 13

7 登校・授業予鈴・部活動等時間が守れていますか？

71 4

81 5

75 4

29 36

44 35

130 84

６ 一言も話さずに掃除ができていますか

57 13



７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 18 8 1 1 0 1

1B 18 3 3 3 1 0

1C 16 7 2 4 0 0

１年合計 0 0 52 18 6 8 1 1

6

2A 20 7 3 0 0 0

2B 20 7 3 0 0 0

2C 19 6 4 1 0 0

２年合計 0 0 59 20 10 1 0 0

10

3A 22 5 2 1 0 1

3B 30 1 0 0 0 0

3C 22 6 2 0 0 1

３年合計 0 0 74 12 4 1 0 2

4

全体合計 0 0 185 50 20 10 1 3

20

７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

4月 1A 0 0 0 0 2 27

1B 0 0 0 0 1 27

1C 0 0 0 2 2 25

１年合計 0 0 0 0 0 2 5 79

0

2A 0 1 0 1 2 26

2B 0 0 0 0 2 27

2C 3 2 0 1 1 23

２年合計 0 0 3 3 0 2 5 76

0

3A 0 0 0 0 0 31

3B 0 0 0 0 0 31

3C 0 0 0 0 1 30

３年合計 0 0 0 0 0 0 1 92

0

全体合計 0 0 3 3 0 4 11 247

0

6 83

0 93

6 262

86 3

235 14

９ 「朝ちょぼら」に参加したことがありますか？

0 86

８ 聞こえる挨拶ができていますか？

70 10

79 1



令和３年度　学校評価アンケート【学年末】まとめ

生徒の回答 保護者の回答 教師の回答

Ｒ3年度 Ｒ3中間 Ｒ2年度 Ｒ１年度 Ｒ3年度 Ｒ3中間 Ｒ2年度 Ｒ１年度 Ｒ3年度 Ｒ3中間 Ｒ2年度 Ｒ１年度

1
学校での生活は楽
しい。

93.0% 93.9% 88.4% 89.8% 1
子供は、楽しく学校
生活を送っている

93.7% 92.7% 90.3% 90.3% 1
生徒は楽しく学校生
活をすごしている

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

2
学校や学級で、いじ
めもなく友だちと仲
よくすごしている。

94.7% 96.4% 95.4% 94.7% 2
子供は、学校でいじ
めもなく、友だちと仲
よくすごしている

92.1% 91.9% 91.4% 90.0% 2
生徒は学校や学級で、
いじめもなく友だちと仲
よくすごしている

100.0% 100.0% 96.2% 96.2%

3
場に応じて、聞こえ
る挨拶をしている。

94.0% 95.4% 93.7% 86.6% 3
子供は、場に応じ
て、聞こえる挨拶を
している

89.7% 88.8% 86.9% 86.4% 3
生徒は場に応じて、
聞こえる挨拶をして
いる

86.7% 93.4% 80.8% 69.2%

4
遅刻をしないなど時
間を守って生活して
いる。

92.9% 92.9% 90.5% 85.2% 4
子供は、遅刻をしな
いなど時間を守って
生活している

84.5% 87.8% 85.8% 81.0% 4
生徒は、遅刻をしな
いなど時間を守って
生活している

86.7% 90.0% 92.3% 80.8%

5
自転車で登校すると
きはヘルメットをか
ぶっている。

96.8% 98.2% 97.5% 95.4% 5
子供は、自転車で登
校するときはヘル
メットをかぶっている

96.0% 96.8% 97.5% 97.8% 5
生徒は、自転車で登
校するときはヘル
メットをかぶっている

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

6
先生は困ったことや
悩んでいることの相
談にのってくれる。

87.4% 88.3% 83.9% 84.2% 6
学校は、生徒同士のトラブル
や悩みなど、生徒が相談しや
すい環境づくりに努めている

90.1% 87.7% 83.5% 82.4% 6

生徒同士のトラブルや
悩みなどを生徒が相談
する時間を設定してい
る

96.7% 86.7% 73.1% 84.6%

7
予鈴着席、私語をし
ないなどの規律ある
授業ができている。

83.2% 85.4% 82.6% 77.5% 7
子供は、予鈴着席、私
語をしないなどの規律
ある授業ができている

92.5% 88.8% 87.9% 81.7% 7
生徒は、予鈴着席、私
語をしないなどの規律
ある授業ができている

100.0% 100.0% 92.3% 73.1%

8
提出物を忘れずに
出している。

77.5% 84.3% 79.7% 74.3% 8
子供は、提出物を忘
れずに出している

75.8% 76.5% 73.1% 71.3% 8
生徒は、忘れず提
出物をだしている

66.7% 76.7% 76.9% 53.8%

9
自分の考えや意見を
伝える力など、表現で
きる力がついている。

76.8% 66.4% 68.6% 68.3% 9
子供は、自分の考え
や意見を伝える力
が身についている

73.4% 73.4% 73.4% 68.8% 9

生徒は、自分の考え
や意見を伝える力な
ど、表現力が育って
いる

60.0% 63.3% 80.7% 53.8%

10
授業の内容を理解し
ている。

83.9% 85.3% 78.0% 75.4% 10
子供は、授業の内
容を理解している

71.0% 69.1% 62.8% 58.8% 10
生徒は、授業の内
容をよく理解してい
る

76.7% 73.4% 84.6% 73.1%

11
毎日、家庭学習をし
ている。

81.8% 82.9% 72.0% 70.4% 11
子供は、家庭学習を
する習慣が身につ
いている

62.3% 57.7% 46.9% 46.2% 11
生徒は、家庭学習を
する習慣が身につ
いている

63.3% 50.0% 65.4% 57.7%

12
朝読書以外にも読
書をしている。

44.6% 43.2% 47.6% 47.9% 12
子供は、家庭でも読
書をしている

29.4% 28.7% 30.3% 29.0% 12
生徒は、読書に親し
む習慣が育っている

46.7% 56.6% 46.2% 23.1%

13
将来の夢や希望の
実現に向けて考えて
いる。

71.6% 63.9% 68.9% 62.0% 13
子供は、将来の夢
や希望の実現に向
けて考えている

57.5% 53.0% 52.1% 43.0% 13

生徒は、将来の夢や希望
の実現に向けて、主体的
に進路選択しようとしてい
る

80.0% 63.4% 80.8% 57.7%

14
自分には良いところ
がある。

77.2% 77.8% 71.7% 72.9% 14
保護者は子供の良
いところを知ってい
る

94.8% 94.3% 98.3% 97.5% 14
自分の良いところに
気づかせようとして
いる

93.3% 90.0% 100.0% 100.0%

15
社会のルールを守っ
て生活している。

93.0% 94.6% 95.1% 91.2% 15
子供は、社会のルー
ルを守る態度が育っ
ている

92.1% 90.9% 92.4% 78.9% 15
生徒は、社会のルー
ルを守る態度が育っ
ている

96.7% 93.3% 92.3% 88.5%

16
自分が大切な存在
であると思ってい
る。

81.8% 76.1% 70.3% 68.0% 16
子供は、自分を大切
な存在であると思っ
ている

93.3% 91.9% 88.2% 87.1% 16
生徒は、自分を大切
な存在であると思っ
ている

93.1% 83.4% 84.6% 84.6%

17
「とことん続ける目
標」で、自信につな
がるようになった。

84.9% 82.2% 76.2% 64.8% 17
子供は「とことん続ける
目標」で、自信につな
がってきている

79.4% 71.2% 66.2% 57.3% 17
生徒は「とことん続ける
目標」で、自信につな
がってきている

100.0% 93.3% 88.5% 80.8%

18
道徳の時間に積極
的に取り組んでい
る。

83.2% 82.8% 77.3% 75.7% 18
子供が、道徳でどん
なことを学んでいる
か知っている

52.8% 54.1% 50.3% 49.1% 18
道徳の授業内容を
通信等で知らせてい
る

66.7% 73.4% 65.4% 100.0%

学
校
生
活
・
生
活
指
導

学
力
・
学
習
指
導

進
路
指
導

道
徳
教
育

学
校
生
活
・
生
活
指
導

設問項目 設問項目

進
路
指
導

設問項目

学
校
生
活
・
生
活
指
導

学
力
・
学
習
指
導

道
徳
教
育

学
力
・
学
習
指
導

進
路
指
導

道
徳
教
育



令和３年度　学校評価アンケート【学年末】まとめ

生徒の回答 保護者の回答 教師の回答

Ｒ3年度 Ｒ3中間 Ｒ2年度 Ｒ１年度 Ｒ3年度 Ｒ3中間 Ｒ2年度 Ｒ１年度 Ｒ3年度 Ｒ3中間 Ｒ2年度 Ｒ１年度

19
生徒会活動や部活
動に自主的・積極的
に取り組んでいる。

78.9% 80.4% 75.2% 75.4% 19
子供は、生徒会活動や
部活動に主体的・積極
的に取り組んでいる

79.0% 76.2% 75.5% 69.5% 19
生徒は、生徒会活動や
部活動に主体的・積極
的に取り組んでいる

96.7% 93.3% 96.2% 84.6%

20
部活動ガイドライン
を守り、活動ができ
ている。

79.6% 75.7% 78.6% 81.3% 20
部活動は、時間を守
り、活動ができてい
る

76.2% 81.0% 80.0% 86.0% 20
部活動は時間を守
り、運営ができてい
る

96.7% 96.6% 100.0% 100.0%

21
事故、不審者、災害
等から身を守る方法
を知っている。

92.6% 95.0% 92.0% 89.4% 21
子供は、事故、不審
者、災害等から身を守
る方法を知っている

86.5% 88.7% 85.4% 77.4% 21
生徒は地震、火災、不
審者など、危機に対応
する能力が育っている

93.3% 96.7% 84.6% 73.1%

22
学校の施設・設備は
安全である。

80.0% 84.0% 75.1% 65.5% 22
学校の施設・設備は
安全である

85.3% 83.1% 82.1% 73.8% 22
学校の施設・設備は
安全である

73.3% 66.7% 46.1% 46.2%

23
時間いっぱい清掃
に取り組んでいる。

89.5% 86.0% 85.3% 83.1% 23
学校は、美しく整え
られている

94.8% 92.3% 88.9% 84.9% 23
学校を美しく整えて
いる

96.7% 100.0% 100.0% 92.3%

24

学校や先生は子供同
士のトラブルや悩みな
どに素早く対応してくれ
る。

86.3% 87.9% 80.1% 83.1% 24

学校や先生は子ども
同士のトラブルや悩み
などに迅速に対応して
いる

91.7% 87.7% 82.4% 79.6% 24
子ども同士のトラブ
ルや悩みなどに迅
速に対応している

96.7% 100.0% 100.0% 100.0%

25
いじめや差別のない
楽しい学級や仲間を
つくろうとしている。

93.7% 95.7% 92.0% 89.8% 25
学校や先生は、いじ
めや差別のない学
校づくりをしている

90.9% 87.4% 83.1% 81.0% 25

いじめや差別を素早く
見抜き、情報共有し、
初期対応と未然防止
に努めている

96.7% 100.0% 100.0% 96.2%

学
校
行
事

26
学校行事や講演会
は、楽しく、充実して
いる。

92.6% 92.5% 88.1% 89.8%

学
校
行
事

26
学校行事や講演会
は、楽しく、充実して
いる

87.7% 87.0% 90.4% 87.1%

学
校
行
事

26
学校行事や講演会は、
教育効果を上げている

96.7% 100.0% 92.3% 100.0%

27
学校の教育方針や
教育活動のねらいを
理解している。

78.5% 80.3% 76.9% 72.5% 27
保護者は、学校の教育
方針や教育活動のね
らいを理解している

85.3% 82.4% 80.0% 71.3% 27
学校の教育方針や
教育活動のねらいを
伝えている

96.7% 96.7% 88.5% 92.3%

28
地域の行事に参加
している。

33.7% 33.2% 34.6% 48.6% 28

学校は、積極的にＰＴＡ
活動に協力したり、地
域との連携を大切にし
ようとしている

94.4% 92.9% 91.0% 90.0% 28
積極的にＰＴＡ活動に協
力したり、地域との連携を
大切にしようとしている

83.3% 93.4% 76.9% 92.3%

29
学校は授業参観や学
校行事などを積極的に
公開している。

77.5% 84.3% 82.8% 79.9% 29
学校は、授業参観や学
校行事などを積極的に
公開している

90.1% 93.4% 89.7% 94.3% 29
学校は授業参観や
学校行事などを積
極的に公開している

93.3% 100.0% 88.4% 100.0%

30
学校からの便りを保
護者にわたしてい
る。

84.2% 87.5% 86.7% 79.6% 30

学校の便りから、学校
の取り組みや生徒の
活動の様子がよく伝わ
る

90.9% 89.9% 86.6% 86.0% 30
学校の取り組みや
様子などを保護者に
伝えている

96.7% 93.3% 80.7% 100.0%

31

学校から発信される
ホームページ、マチコミ
メールは役に立ってい
る

96.8% 94.0% 94.8% 86.0% 31

学校はホームページ、マ
チコミメールを利用して、
積極的に情報発信してい
る

100.0% 93.3% 88.4% 100.0%

特
別
支
援

32
ひとりひとりの教育的
ニーズに応じた特別支
援教育を推進している

96.7% 96.7% 84.6% 73.1%

33

教職員間で「報告・連絡・相
談」が日常的に行われ、教職
員間の共通理解が図られて
いる

100.0% 100.0% 84.6% 92.3%

肯定的意見が８０％を
超え，おおむね満足で
きるもの

34

教職員間のコンプライ
アンス、情報セキュリ
ティーが徹底されてい
る

96.7% 100.0% 84.6% 92.3%

肯定的意見が８０％以
下６０％を超えるもの

35
研修等に積極的に参
加するなど、資質向上
に努めている

100.0% 96.7% 88.5% 100.0%

肯定的意見が６０％に
満たず，改善の必要な
もの

36
校務分掌・組織は適切
に構成され、機能して
いる

100.0% 100.0% 92.3% 84.6%

37
教育活動全般におい
て、職員同士が協力し
て取り組んでいる

100.0% 100.0% 84.6% 92.3%

資
質
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上
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校
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開
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域
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境
教
育

人
権
教
育
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校
公
開
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公
開
地
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家
庭
連
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安
全
教
育
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境
教
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権
教
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学
校
経
営

※　アンケートの数字は，「そう思う」「ややそう思う」の肯定的意見を合計したものです。
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学習
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学校評価【年度末】における反省と課題

①生徒の調査について
　生徒の中間評価では，設問項目1～７，10，11，15～1８，21～2６，30の質問項目について，「よくあてはまる」「ややあてはまる」が
80％を大きく超えており，概ね満足しているといえる。また，全調査項目のうち，80％以上の項目が，昨年度調査の15項目よりは増加してい
るが，本年度中間評価で23項目だったが，20項目に減少している。
　「学校生活・生活指導」（設問１～８）の分野では，設問項目６「先生は困ったことや悩んでいることの相談にのってくれる。」は，８７．
４％と高い数値ではあるが，その数値が９０％を超えることと，「ややあてはまる」と回答した３０．５％が「よくあてはまる」の５６．８％の回
答に改善されるように，より生徒に寄り添った助言や指導を進めていきたい。設問項目８「提出物を忘れずに出している」では，中間評価の８
４．３％，昨年度末の７９．７％よりも低い７７．５５であった。提出物をきちんと出せるように，声かけのみにとどまらず，提出物の内容やその
設定手段についても再考する必要がある。
　「学力・学習指導」（設問９～１２）の分野では，設問項目９「自分の考えや意見を伝える力など，表現できる力がついている。」は，７
６．８％と中間調査と比べても１０．２％の増加が見られる。ＮＩＥへの取り組みや，授業でのタブレット活用に生徒達が意欲的に取り組めた成
果と考えられる。一方で，設問項目１２「朝読書以外にも読書をしている」は，昨年度の４７．６％よりも低下傾向にある。タブレット導入で，
紙媒体に触れる機会が減少したことも要因にあると考えられ，今後の課題であると考える。紙媒体とタブレットの両立を進めるための検証に取
り組み，改善していきたい。
　「道徳教育」（設問１５～１８）については，すべての項目で８０％を超える高い結果となった。特に，最重点目標に挙げた設問項目17の
「『とことん続ける目標』で，自信につながるようになった」は，令和2年度調査の76.2％から今年度中間評価は82.2％へと，そして今回の
評価では８４．９％と右肩上がりの向上が見られる。学年別のデータでは，「よく当てはまる」の回答が１年生(３４.７％)，２年生(４１.
０％)，３年生(５６.７％）のように高学年ほど高い値となり，板野中学校2021年度重点行動目標の浸透状況が見えてきた。
　「人権教育」（設問２４，２５）でも，すべての項目で８０％を超える高い結果となっており，最重点目標の一つである「学校や先生は子供
同士のトラブルや悩みなどに素早く対応してくれる。」は8６.３％となり，中間調査の８７．９％からは若干の減少も見られるが，昨年度の数
値から６.２%の向上となった。「よく当てはまる」の回答が5３.5％と過半数を越えており，他の設問項目と比べても「よく当てはまる」の回答
率が高くなっている。
『明日への扉』での毎日の目標設定と振り返りにしっかりと取り組める生徒達の頑張り，『明日への扉』や『とことん続ける目標』を通じ
て，生徒と教員，保護者と教員の相互の関係の深まりを実感できる結果となった。今後とも，「自立型人間の育成」に向けてさらに高められ
るように努力したい。
　今後の課題は設問項目８，９，１２，１３，14，１９，２０，２7，２８，2９である。しかし設問項目17，24は引き続き最重点目標とする。
「とことん続ける目標」の徹底，明日への扉を使った振り返りへの取り組みを通して，自己肯定感をさらに磨き，それによって学習意欲をさら
に増加させるよう取り組んでいく。
　また，学校からの情報発信力をさらに向上し，いじめ対応を素早く，スピード感をもって対処し，学習の土台となる「人間力づくり」「人間
関係づくり」を最優先に引き続き取り組みたい。
②　保護者の調査について
　保護者の年度末評価の結果において，全30問の設問項目のうち，（中間調査時には２３問）2２問が昨年度の回答よりも「よくあてはま
る」「ややあてはまる」が増加している。
　設問項目１～７の学校生活全般については，「よくあてはまる」「ややあてはまる」が80％を超えており，90％以上の回答や，「よくあては
まる」の回答だけで80％を超えるものもあり，大変満足していただいているといえる。また，これらの回答は生徒の回答とも類似している。昨
年までのデータと比較しても，若干下がったものが２項目あるが，その他の設問項目では少しずつ向上している。好評価の中でも特に登下校
の生徒の評価がよく出ている。特に「子供は，自転車で登校するときはヘルメットをかぶっている」の調査は，「よくあてはまる」だけで，8
９.３％の回答があり，「全くあてはまらない」の回答は1.６％となっている。しかし，生徒の調査からも確認される課題としては，設問項目８
「子供は，提出物を忘れずに出している。」では，「よくあてはまる」「ややあてはまる」が７５．８％である。生徒達が提出物がきちんと出
せるように，声かけのみにとどまらず忘れず出せるように提出物の内容とその設定方法について，見直していきたい。
　「子供は，自分の考えや意見を伝える力が身についている。」の調査では，R1年度68.8％，R2年度73.4％となっていたが，今年度調査
でも73.4％となり，保護者の方々の子供に対する評価が全く同じ数値となっている。「よくあてはまる」が２６．６％，「ややあてはまる」が４
６．８％と少しずつ増加しているが，「子供は，将来の夢や希望の実現に向けて考えている。」において「よくあてはまる」１７．１％となって
おり，生徒の夢や，考え，意見を保護者に見てもらったり，聞いてもらったりする情報発信をさらに強化する必要がある。また，「子供は『と
ことん続ける目標』で，自信につながっている。」の肯定的な意見がR1年度の５７．３％からR2年度は６６．２％，R3年度中間調査では７
１．２％，そして今回の年度末調査では７９．４％に伸びてきた。保護者に「とことん続ける目標」の取組が少しずつ浸透してきたと言える。こ
の活動は家庭教育と学校教育が一体となって取り組みたいものでもあり，生徒が設定している目標を保護者に知ってもらうとともに，振り返り
シートの保護者の記入について協力を依頼することで，学校と家庭が歩調を合わせて生徒の自己肯定感の育成をさらに進めていきたい。
　人権教育の設問項目24，25において，肯定的な意見は前回の中間調査をしのぐ，９０％を超えた結果が出ている。講演会等で積極的に保
護者の参加も勧めてきた成果だと考える。
　保護者への情報発信はいずれの設問項目においても好評価となっている。今年度，保護者が学校を訪問するＰＴＡ活動や学校行事などは新
型コロナウイルス感染症の感染防止対策もあり，その機会が増やせていない。設問項目２９「学校は，積極的にＰＴＡ活動に協力したり，地域
との連携を大切にしようとしている。」では，中間調査の９３．４％より減少し９０．１％となってしまった。反面，「学校から発信されるホー
ムページ，マチコミメールは役に立っている。」では，９６．８％の好意的な回答が得られた。今後もコロナ禍であるからこそ，きめ細やかな
情報発信に努めていきたい。そして，保護者からの意見や情報が，教員に日常的に伝わる情報交換をさらに高めていきたい。
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令和３年度 学校関係者評価委員会 評価表

評価基準 ４：重点目標が十分達成できている ３：重点目標がおおむね達成できている

２：重点目標があまり達成できていない １：重点目標がほとんど達成できていない

自己評価（学校） 学校関係者評価
項

重点目標 ４段階 改 善 策 ４段階
目 達成状況 評価 評価 ご意見

・学校での生活を楽し 設問項目６「先生は困ったことや悩 ・巡視や面談・声かけ等を増 ・中学校三年生の面接練習の中で，板野中

く過ごす。 んでいることの相談にのってくれ やし生徒の日々の変化を素 学校の特徴や良い点を質問したときに，挨

学 ・学校や学級で，いじ る。」は，８７．４％と高い数値で 早く察知する。 拶について答えた生徒が何人かいた。挨拶

校 めもなく友だちと仲 はあるが，その数値が９０％を超え ・表現できる力がアップして ができていると，自覚できていることが素

１ 生 よくすごす。 ることと，「ややあてはまる」と回 きており，書く力もついて 晴らしいと思った。

活 ・場に応じて，聞こえ 答した３０．５％が「よくあてはま きた。 ・ほとんどの生徒が「学校生活は楽しい。

・ る挨拶をする。 る」の５６．８％の回答に改善され ・「学校での生活は楽しい」， いじめもなく楽しく過ごせている。」と答え

生 ・遅刻をしないなど時 るように，より生徒に寄り添った助 「学校や学級で，いじめも 4.0 ているのは，とてもすばらしいと思います。

活 間を守って生活して 言や指導を進めていきたい。また， ４ なく仲よくすごしている」 ・「学校生活が楽しい」と生徒・保護者共に

指 する。 設問項目８「提出物を忘れずに出し は，限りなく 100％に近づ ９３％を超えてあるのは，先生方の尽力が

導 ・自転車で登校すると ている」では，中間評価の８４．３ けたい。 あってこそと感じます。

きはヘルメットをか ％，昨年度末の７９．７％よりも低 ・生徒会の挨拶運動の活動や ・提出物に対しては，そんなに出していな

ぶる。 い７７．５５であった。提出物をき 教職員の登下校指導を毎日 いものかと，びっくりしました。

・先生は困ったことや ちんと出せるように，声かけのみに 行い，聞こえる声で挨拶が ・授業態度の先生の評価が高いので，安心

悩んでいることの相 とどまらず，提出物の内容やその設 できるまで呼びかける。 しました。

談にのる。 定手段についても再考する必要があ ・着席後に取り組める，学習 ・保護者の評価も良く，先生方が熱心に指

・予鈴着席，私語をし る。 課題を準備し，直ちに始め 導してくださっているからだと思います。

ないなどの規律ある る習慣とルーティーンをつ 中学校を訪れたときに，いつも会う生徒，

授業ができる。 くる。 会う生徒が先に挨拶をしてくれて，強化し

・提出物を忘れずに出 ている「聞こえる挨拶」の取り組みの成果

す。 ○今後の課題と重点目標 を感じました。

Ⅵ，学校や先生は子供同士の ・どの項目を見ても，今まで積み上げてこ

トラブルや悩みなどに素早く られた取り組みが，成果として現れている

対応してくれる。 のが一目瞭然で，大変素晴らしい事だと感

Ⅶ，いじめや差別のない楽しい 心した。

学級や仲間をつくろうとして
いる。
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自己評価（学校） 学校関係者評価
項

重点目標 ４段階 改 善 策 ４段階
目 達成状況 ご意見

評価 評価

・自分の考えや意見を 設問項目９「自分の考えや意見を伝える力 ・鳴潮視写を継続し，表現力 ・読書離れは寂しく感じる。相手の言いたいこと

学 伝える力など，表現 など，表現できる力がついている。」は，７ の向上と全教科共通の学び を理解する力につながるし，大切だと思う。

力 できる力をつける。 ６．８％と中間調査と比べても１０．２％ のスタイルを確立する。。 ・自分の考えや意見を他人に伝えることは大人で

２ ・ ・授業の内容を理解し の増加が見られる。ＮＩＥへの取り組みや， ３ ・学習の土台となる「人間力 も難しい事です。地道な努力を続けてほしい。

学 する。 授業でのタブレット活用に生徒達が意欲的 づくり」「人間関係づくり」 3.0 ・読書は大事だと思いますが，今の時代，難しい

習 ・毎日，家庭学習をす に取り組めた成果と考えられる。一方で， を最優先に取り組む。。 のかもしれない。朝読書の時間，短時間でも習慣

指 る。 設問項目１２「朝読書以外にも読書をして ○今後の課題，重点目標 がつくのは大切だと思う。

導 ・朝読書以外にも読書 いる」は，昨年度の４７．６％よりも低下 Ⅰ，自分の考えや意見を伝え ・「自分の考えや意見を伝える力など，表現できる

をする。 傾向にある。タブレット導入で，紙媒体に る力など，表現できる力がつ 力がついている。」では，「教師と生徒・保護者で

触れる機会が減少したことも要因にあると いている。 意見のずれを感じ」るとあり，大切な力であり，

考えられ，今後の課題であると考える。紙 Ⅱ，朝読書以外にも読書をして 先生方のご意見を聞きたいと感じた。

媒体とタブレットの両立を進めるための検 いる ・面接指導時に，個々の表現力の差を感じた。家

証に取り組み，改善していきたい。 庭や学校で制約されず，自由に自分の考えや思い

を話す機会が少ないのでは，と感じました。

・将来の夢や希望の実 ・「子供は，将来の夢や希望の実現に向けて ・「とことん続ける目標」の ・面接練習で，生徒それぞれの進路に対する意識

現に向けて考えてい 考えている。」が「よくあてはまる」の 徹底で自己肯定感を磨き， の違いは，質問の答えや姿勢に大きく現れると感

３ 進 る。 回答が少ない。 それによって学習意欲を増 じた。

路 ・自分の良いところを ・「自分には良いところがある」の肯定的な ３ 加させるよう取り組む。 3.0 ・以前から，板野中学校の生徒の自己評価が低い

指 知る。 意見は生徒７７．２％に対し，保護者９ ような気がしている。広く世界に眼を向けて，自

導 ４．８％と差があり，自己肯定感のさら ○今後の課題，重点目標 分で進路を選んでほしい。

なる向上が求められる。 Ⅲ，自分には良いところがあ ・将来の夢や希望を７０％の生徒が持っているの

る。 に対して，親目線からは評価が低い。中学生にと

って，目の前の高校入試が重要になり，将来の夢

までは語らないのかも。

・将来の夢や希望の実現に向けてでは，生徒・教

師・保護者の評価が違い保護者は低く感じている。

・社会のルールを守っ すべての項目で８０％を超える高い結果と ・保護者に『とことん続ける ・自分が大切な存在だと自覚できている数値が昨

て生活する。 なった。特に，最重点目標に挙げた設問項 目標』の取り組みの浸透さ 年よりも上がっていることが，とてもうれしい。

４ 道 ・自分が大切な存在で 目 17 の「『とことん続ける目標』で，自信 せ，家庭教育と学校教育が ・「継続は力なり」。とことん続ける目標で自信を

徳 あることを知る。 につながるようになった」は，令和２年度 4 一体となって取り組む。 3.5 つける。大変良いことです。

教 ・「とことん続ける目 調査の７６．２％から今年度中間評価は８ ・「社会のルールを守っている」との肯定が多く安

育 標」で，自信につな ２．２％へと，そして今回の評価では８４． ◎今後の課題，最重点目標 心しました。自分が大切な存在との感じ方は，親

げる。 ９％と右肩上がりの向上が見られる。学年 Ⅳ，自分が大切な存在である と子では少しずれがあるのでしょうか？親も子ど

・道徳の時間に積極的 別のデータでは，「よく当てはまる」の回答 と思っている。 もに対して，口に出して大切な存在と言ってあげ

に取り組む。 が１年生(３４.７％)，２年生(４１.０％)， Ⅴ，「とことん続ける目標」で， るべき。

３年生(５６.７％）のように高学年ほど高 自信につながるようになっ ・「とことん続ける目標」の肯定的な意見が増えて

い値となった。 た。 いる。それを自信につなげてほしい。

・「とことん続ける目標」が教職員の１００％に対

して保護者・生徒の評価が低いのが気になる。
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自己評価（学校） 学校関係者評価
項

重点目標 ４段階 改 善 策 ４段階
目 達成状況 ご意見

評価 評価

・生徒会活動や部活動 ・積極的に取り組む意欲はあった ・講演会や学校行事を生徒会 ・「学びのかけ橋」では，中学生が中心とな

特別 に自主的・積極的に が，新型コロナウィルス感染症の が運営することを増やし， り，他の機関に働きかけをしているのはと

５ 活動 取り組む。。 感染拡大防止策で中止・縮小にな ２ 生徒会の活動が見える化を 3.0 ても良い。生徒が活動を通しての発見や，

・部活動ガイドライン った活動が多数あり，肯定的な意 図る。 喜んでもらった体験，生徒同士で計画した

総合 を守り，活動する。 見が伸びていない。 ・部活動の入部率や継続率を 一体感など，とても良い経験になった。

学習 ・部活動ガイドラインは守れている 高めていきたい。 ・今の時期部活も思うようにできなかった

が活動できない期間が長期間あ のだと思う。

部活 り，肯定的な意見が伸びていない。 ・活動時間があまりない中でも，頑張って

いる姿がありました。また，顧問先生，保

護者，地域の方々との連携も良く順調な部

活動となっている。

・事故，不審者，災害 ・避難訓練では生徒や教職員に日時 ・避難訓練の形態や実施時期 ・コロナ感染症対策には，大変気を遣って

安 等から身を守る方法 の予告なしに行い，訓練に真剣さ ４ を，事前連絡なしに行い， こられたと思う。

全 を知る。 が出てきた。 より真剣さ高め，実際の発 4.0 ・面接練習で，無言清掃について述べた生

６ 教 ・学校の施設・設備を ・校舎の外壁改修，体育館と武道館 生したときを想定し，改善 徒もいて，定着してきたと感じる。

育 安全にする。 のエアコン設置，校舎内の LAN 点をリアルタイムで話し合 ・清掃に真面目に取り組んでいる様子がう

・時間いっぱい清掃に 工事が進み，設備の充実が図られ う。 かがえて良いと感じる。

環 取り組む。 ている。 ・無言清掃を徹底し，清掃を ・自分を守る意識が高いと感じる。

境 ・無言清掃に取り組むことで，清掃 充実させるだけでなく，午 清掃についても頑張っている様子が見える。

教 時間が午前中を振り返る時間にな 前中の行動･取り組みを振 良い習慣は一生自分を助けてくれます。

育 り，単なる清掃時間でなくなり， り返る時間とし，午後の活 ・校門前道路が拡張され，見通しは良くな

より充実した時間になったきた。 動を充実させる。 ったのですが，その分通行車両のスピード

が出て，注意が必要だと感じた。
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自己評価（学校） 学校関係者評価
項

重点目標 ４段階 改 善 策 ４段階
目 達成状況 ご意見

評価 評価

人 ・学校や先生は子供同 すべての項目で８０％を超える高い ・いじめ対応を素早く，スピ ・コロナの感染もあったようだが，大きな

権 士のトラブルや悩み 結果となっており，最重点目標の一 ３ ード感をもって対処する。 数値の変動もなく，大きな問題もなく良か

７ 教 などに素早く対応す つである「学校や先生は子供同士の 3.4 った。

育 る。 トラブルや悩みなどに素早く対応し ◎今後の課題，最重点目標 ・先生方が，子ども達のトラブルや悩みに

・いじめや差別のない てくれる。」は８６.３％となり，中 Ⅴ，「とことん続ける目標」で， 迅速に対応してくれているようで，心強い

楽しい学級や仲間を 間調査の８７．９％からは若干の減 自信につながるようになった。 です。

つくろうとする。 少も見られるが，昨年度の数値から 〇今後の課題，重点目標 ・いじめのない学級がいいです。１００％

６.２%の向上となった。「よく当て Ⅵ，いじめや差別のない楽しい ないとは言えませんが，ないことを祈りま

はまる」の回答が５３．５％と過半 学級や仲間をつくろうとして す。

数を越えており，他の設問項目と比 いる。 ・講演会などで，積極的に保護者への参加

べても「よく当てはまる」の回答率 も勧めてくださり，今後もそのような機会

が高くなっている。 をもっていただきたい。学年便りや学級通

信でも，子ども達が人権教育で学んできた

ことや感じたことに触れることができるの

が良かったです。

学 ・学校行事や講演会 ・生徒の肯定的な意見が９割を超え ・学校行事で生徒の夢や，考 ・この状況の中，できる限りの行事を行っ

８ 校 を，楽しく，充実さ ており，保護者の意見もそれに近 ２ え，意見を保護者に見ても てくれたことが，数値から読み取れる。

行 せる。 い。 らったり，聞いてもらった 3.0 ・コロナ禍で学校行事に参加することはで

事 ・新型コロナ感染症対策で学校行事 りする活動を充実させる。 きませんでしたが，生徒達は髙評価されて

が中止や延期，縮小されたことも ・講演会等は保護者も参加･ いるので良かったです。

あり，生徒・教職員の肯定的な意 研修できるように計画す ・講演会には参加できませんでしたが，参

見が下がっている。 る。 加したいと思う内容であり，充実している

と思いました。また，学校行事では，コロ

ナ禍で残念ながら中止になったり，保護者

が参加する機会も減ったりしましたが，先

生方が工夫して行ってくださったり，アン

ケートで，子ども達の評価も良かったので

良かった。

・講演会等現在の行事を続けてほしい。
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自己評価（学校） 学校関係者評価
項

重点目標 ４段階 改 善 策 ４段階
目 達成状況 ご意見

評価 評価

学 ・学校の教育方針や教 保護者への情報発信はいずれの設問 ・保護者からの意見や情報 ・学校の努力が数値に出ている。

校 育活動のねらいを理 項目においても好評価となってい を，教職員に日常的に伝え， ・学校からの手紙が，生徒から保護者に渡

９ 公 解する。 る。今年度，保護者が学校を訪問す ３ 情報交換を高める。 3.2 る事は普通のようでなかなかできない。こ

開 ・地域の行事に参加す るＰＴＡ活動や学校行事などは新型 ・学校からの情報発信力(学 の数値は素晴らしい。

る。 コロナウイルス感染症の感染防止対 年や学級の通信，メール配 ・校長室日誌も，時々読んでいます。

情 ・学校は授業参観や学 策もあり，その機会が増やせていな 信を増やし，コロナ禍で学 ・新型コロナウイルス感染が落ち着いた後

報 校行事などを積極的 い。設問項目２９「学校は，積極的 校訪問が減っていることを の取り組みに期待しています。

公 に公開する。 にＰＴＡ活動に協力したり，地域と 補い、さらに連携を深める。 ・地域の行事に参加できていないようです

開 ・学校からの便りを保 の連携を大切にしようとしている。」 ・学校と家庭が歩調を合わせ が，コロナ禍だったので，いろいろな行事

護者にわたす。 では，中間調査の９３．４％より減 生徒の自己肯定感の育成 が中止になったためでしょうか。以前の生

地 少し９０．１％となってしまった。 を一体となって行う。 活に戻ったら，どんどん参加してもらいた

域 反面，「学校から発信されるホーム ・生徒の夢や，考え，意見を い。

家 ページ，マチコミメールは役に立っ 保護者に見てもらったり， ・学校便りや学級通信など，学校の取り組

庭 ている。」では，９６．８％の好意 聞いてもらったりする情報 みや生徒の様子，感じたことなどがよくわ

連 的な回答が得られた。今後もコロナ 発信を強化する。 かり，また，ホームメージやマチコミメー

携 禍であるからこそ，きめ細やかな情 ・『とことん続ける目標』を ルも好評なようであり，今後も情報発信を

報発信に努めていきたい。 保護者に知ってもらう。 よろしくお願いいたします。

・ホームページ，新聞などのマスコミ等で

情報発信され，学校の様子はよく伝わって

いると思います。



（様式１）
令和４年度「大学連携強化！学校力向上拠点校事業」 実施計画書

「大学連携強化！学校力向上」拠点校

学校名 校 長 名

板野町板野中学校 山田 匠

１ 現状と課題

昨年度は GIGA スクール構想に伴う授業の ICT 化の基盤づくりとなる１年となった。学校
全体で授業の ICT 化に向けてどのように取り組んでいくか方向付けを行うことができ，全教
職員で協力しながら，それぞれの教科等の特性に合う ICT活用方法を見いだすことができた。
しかし，まだ ICT を活用した「思考・判断・表現」の資質・能力の育成に十分には至ってい
ないという課題が残った。
本事業実施２年目となる本年度，ICT を子どもの「思考力・判断力・表現力」を培うツー

ルとして捉え，調べ学習や探究的な学習を積極的に取り入れ，GIGA スクール構想を次の段
階へと進めていきたい。
板野町では生徒指導を軸とした小中の連携は以前から行っており，昨年度の本事業への取

組は，授業力向上を軸とした教職員の連携から，お互いの気付きや学びを共有する機会とな
った。教員の授業力と児童生徒の「思考力・判断力・表現力」向上を目指し,町内小中学校
の学校力向上へとつなぎたい。

２ 拠点校として取り組みたい実践研究テーマ

・探求的な学習過程を自律的に回す思考力の育成
・タスクの大幅な再設計を可能にする変容段階の情報活用能力の習得
・教員の授業力向上・児童生徒の「思考力・判断力・表現力」向上の視点からの小中連携の
強化

３ 実践研究の内容等

月 内 容 等

４月 ○全国学力･学習状況調査，徳島県学力ステップアップテスト実施
４月 ○令和４年度第１回学校力向上拠点校事業連絡協議会
５月 ○学力向上実行プラン作成検討会（拠点校・協力校）
６～７月 ○協力校の公開授業参観

【内容】①事前検討会 ②研究授業 ③授業研修会

８月 ○ GIGAスクール構想に基づくタブレットでの授業づくり研修

８月下旬～ ○全国学力・学習状況調査，徳島県学力ステップアップテストの結果と課題
９月上旬 を共有し，これからの取組を再検討する。

１０～１１月 ○小中授業づくり交流会
・板野中学校での「探求的な学習過程を自律的に回す思考力」向上に向け
た取組の共有

・町内各小での「思考力・判断力・表現力」育成に向けた研究授業の共有

１１～１月 ○町内小中の校種別の枠を超えた教職員テーマ別研修

１～２月 ○小中授業づくり交流会
【内容】学力向上実行プランを基にした協議・研修会

４ 成果普及の方法等

全国学力・学習状況調査，徳島県学力ステップアップテストの結果と課題の共有や，授業
づくり交流会・研究授業等で，各小・中の取組を公開することにより，成果の共有をする。
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幼・小・中連携推進事業「学びの架け橋」プロジェクト

１ 趣旨
近年，いわゆる「小一プロブレム」，「中一ギャップ」等が指摘される中，学校教育には，幼稚

園，小学校，中学校のすべての教職員の共通理解のもと，連続性のある教育活動を推進して
いくことが，これまで以上に求められている。
そこで，徳島県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）は，長期にわたる研修や継続的

な相互交流を行うなど，幼・小・中の教職員が連携に努めることにより，それぞれの校種にお
いて幼児児童生徒の実態や指導の仕方等の違いを体験的に理解するとともに，円滑な接続
について研究できるよう本事業を実施し，その成果を県内に普及する。

２ 事業内容
県内２地域程度を研究地域に指定し，以下の観点を踏まえて具体的な研究課題を設定し，

学校間の円滑な接続に関する研究を行うものとする。
また，本事業の円滑な実施に資するため，大学，県教育委員会等による指導・助言・支援を

行う。

幼小中連携（例）
① 幼小中を見通した教育ビジョンの共有
② 幼稚園教育・小学校教育・中学校教育の相互理解
③ 地域の教育力を生かした幼小中連携
④ 幼小中接続に係るコーディネート機能の充実
⑤ 幼児・児童・生徒の交流
⑥ その他（就学前等）

→今回は①②を中心にしてはどうか？

３ 事業の期間
令和４年度・５年度

４ 事業の完了の報告及び成果の普及
（１）年度末に事業実施報告書を提出する（Ａ４ ２枚程度）
（２）あわ教育発表会等において，本事業を通じて得られた研究成果を発表する。（板野中）
（３）事業実施報告書など，本事業の成果については，県教育委員会において公表できるも
のとする。

５ その他
（１）それぞれの交流については、事務局の板野中学校に事前に連絡をする。
（２）それぞれの交流の様子を画像記録し、希望があれば所属長の了解を得た上で共有でき
るものとする。

（３）全体会については、町教委事務局より文書にて案内を作成・送付する。
（４）全体会については、できるだけ文書等で連携し、必要性が高い場合にのみ実施する。
（保・幼の実態を考慮する）

（５）各校・各園での個別な交流（職員・幼児児童）については、FAXまたはメールで事務局
板野中学校にお知らせいただけるとありがたい。（案内等は各校で作成）

（６）本事業が終了した後も、自然な交流が根付くようにする土台を本事業を利用し作る。
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学びの架け橋 イメージ図

板 野 西 幼 稚 園

板野町教育委員会

板 野 西 小 学 校

板 野 保 育 園 板 野 中 学 校

板 野 東 小 学 校 板 野 南 小 学 校

板 野 東 幼 稚 園 板 野 南 幼 稚 園

徳島県教育委員会 鳴門教育大学
阪根健二特命教授

担当教諭：板野中学校 村上 晃一 教諭
板野東小学校・板野西小学校・板野南小学校・板野中学校
の小中学校の兼任補職辞令交付済み

町教委担当：三原 侑也 主事
各校担当者： 板野保育園 （ ）

板野東幼稚園 （ ）
板野西幼稚園 （ ）
板野南幼稚園 （ ）
板野東小学校 （ ）
板野西小学校 （ ）
板野南小学校 （ ）
板野中学校 （ ）

大まかな方向性を「学びの架け橋」プロジェクト推進協議会で決定し，町内教務主任・担当
者会で実務をつかさどる。
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主な取り組みと内容（新型コロナウィルス対策・学校再開後のスケジュール） 令和４年度

「キャリア教育」を柱とした保幼小中連携

月 内容・方法 予定期日 参加者 期待される効果

４ 保幼小中連絡会議 ４月下旬 推進協議会委員 方向性の共通理解

６ ①中学校を会場とした小学 ６月上旬 小中教員 生徒の状況確認と
校教員の授業参観 指導法の向上

②中学１年生の情報交換 ６月上旬 小中教員
③小学校を会場とした中学 ６月下旬 小中教員
校教員の授業参観

④幼小中の担当者でオンラ ６月下旬 幼小中担当者
インミーティング

８ ①PBSについての学習 8月中旬 幼小中担当者 教員の資質向上

９ ①板中祭体育の部･文化の 9月初旬 小中教員・児童 ①学校生活の展望を
部 生徒 持たせる

②キャリア講演会 9月下旬 小中教員 ②自立に向けた具体
的取組・考え方につ
いて考える

①オープンスクール 10月初旬 小中教員・児童 中学校でどのよう
10 に成長するかイメージ

させる
②小中生とオンライン交流 10月下旬 小中児童生徒 中学校へのQ&A

①保育実習 11月中旬 保中幼児生徒 ①園児・生徒の交流
11 による，生徒の自己

成長の確認
②キャリア講演会 11月下旬 小中教員 ②自己肯定感の醸成

12 ①クリスマス会 12月中旬 幼中幼児生徒 幼児・生徒の交流に
よる自己成長の確認

②オンライン企業訪問 12月中旬 中学2年・企業 職場体験学習として

１ 幼小中生徒指導計画会議 1月下旬 幼小中教員 幼小中共通の育て
たい力の共有。接続

２ 幼小中生徒指導計画会議 2月下旬 幼小中教員 を意識した教育課程
の編成。
キャリアパスポート

見直し・新規作成

３ 幼小中連絡会議 3月中旬 幼小中教員 ・幼小中の円滑な接続
・小1・中1ｷﾞｬｯﾌﾟ解消



２０２２年度 2022/4/4 現在

1 金
第１回職員会
学年部会　教科部会 1 日 1 水 1 金

四人権（香川）
1 月 1 木

2 土 2 月
Ｃ日課④時間　　13:30～面談⑤

2 木
歯科健診（8:45～）

2 土 2 火 2 金

3 日 3 火
憲法記念日

3 金 3 日 3 水 3 土

4 月
入学生ヘルメット販売
小中連絡会      ＰＴＡ新旧役員会 4 水

みどりの日
4 土 4 月 4 木 4 日

5 火
第２回職員会

5 木
こどもの日

5 日 5 火
2年生修学旅行

5 金 5 月
教育実習開始
企画委員会

6 水
職員会　　職員研修
生徒指導委員会 6 金 6 月

全校集会・郡総体壮行会
企画委員会 6 水

2年生修学旅行
6 土 6 火

7 木 7 土 7 火
１年板野支援交流事前学習
内科健診2A・2B（13:30～） 7 木 7 日 7 水

体育祭予行

8 金
☆着任式・始業式　　給食あり
学級写真　職員写真 8 日 8 水

内科健診2C・1A（13:30～）
8 金 8 月 8 木

9 土 9 月
職員会（生徒理解）

9 木
内科健診1B・1C（13:30～）

9 土
県総体開始（～24日まで？）

9 火 9 金

10 日 10 火
 

10 金
北部Aブロック総体　生徒臨休

10 日 10 水 10 土
文化祭

11 月
☆入学式 13:30
１年学級写真 11 水 11 土

北部Aブロック総体
11 月

職員会
生徒指導委員会 11 木

山の日
11 日

体育祭

12 火
進級テスト（２・３年）
交通安全教室（１年）　　企画委員会 12 木 12 日

北部Aブロック総体
12 火 12 金

お盆閉庁日
12 月

代休

13 水
新入生テスト（１年）　郡教育会総会
全校集会・対面式・部活動紹介 13 金

心電図（9:00～）
13 月

代休（4/24）
13 水

球技大会（１年）
13 土

お盆閉庁日
13 火

代休（体育祭予備日）

14 木
☆郡中研修総会（藍住中）午後
③④身体測定 14 土 14 火 14 木

球技大会（２年）
14 日

お盆閉庁日
14 水

15 金
内科健診３年（13:30～）

15 日 15 水 15 金
球技大会（３年）

15 月
お盆閉庁日

15 木

16 土 16 月
企画委員会

16 木
支援学校との交流学習1Ａ
☆職員健康診断（午前） 16 土 16 火 16 金

17 日 17 火
ふれあい活動開講式

17 金
教育実習終了

17 日 17 水
全中体育大会（～8/25）

17 土
鳴教大フィールドワーク終了

18 月
１年知能検査　　専門委員会
職員会　 生徒指導委員会（指導班・相
談班）

18 水
１年眼科検診（13:15～）

18 土
北部Aブロック総体

18 月
海の日

18 木 18 日

19 火
全国学力・学習状況調査（国・数・理）
1・2年学力ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃｽﾄ 19 木 19 日

北部Aブロック総体
19 火

生徒総会
19 金 19 月

敬老の日
県中学郡市陸上

20 水 20 金
3年生修学旅行

20 月
職員会

20 水
学年集会　終業式
大掃除　反省会 20 土

ＰＴＡ奉仕作業
20 火

職員会

21 木 21 土
3年生修学旅行

21 火 21 木
夏季休業開始
三者面談① 21 日

ＰＴＡ奉仕作業（予備日）
21 水

22 金 22 日 22 水
避難訓練

22 金
三者面談②

22 月 22 木

23 土 23 月 23 木
支援学校との交流学習1Ｂ

23 土 23 火 23 金
秋分の日

24 日
ＰＴＡ参観日・総会・学年部会  午前中で
終了 24 火 24 金

生徒指導委員会（指導班・相談班）
24 日 24 水 24 土

25 月
Ｃ日課④時間　13:30～面談①

25 水
耳鼻科健診（13:30～）

25 土 25 月
三者面談③

25 木 25 日

26 火
Ｃ日課④時間　　13:30～面談②

26 木
講演会

26 日
ＰＴＡ球技大会

26 火
三者面談④

26 金
職員会
生徒指導委員会（指導班・相談班） 26 月

町内３小学校オープンスクール？
生徒指導委員会（指導班・相談班）

27 水
Ｃ日課④時間　　13:30～面談③

27 金 27 月
 期末テスト（１日目）　　

27 水
三者面談⑤

27 土 27 火

28 木
Ｃ日課④時間　 13：30～面談④
板野支援交流年間計画打ち合わせ
修学旅行（３年生）

28 土 28 火
期末テスト（２日目）
企画委員会 28 木

三者面談（予備）
企画委員会 28 日 28 水

29 金
昭和の日

29 日 29 水
期末テスト（３日目）
全校集会（県総体壮行会） 29 金

三者面談（予備）
郡陸（田宮）？ 29 月

始業式
29 木

30 土 30 月
教育実習開始（英語・久米）
生徒指導委員会（指導班・相談班） 30 木

支援学校との交流学習1Ｃ
四人権（香川） 30 土

四国総体（～8/7まで）
30 火

①学級役員任命式
30 金

教育実習終了

31 火 31 日 31 水
少年の主張　板野郡大会？

全国学調R5は4/18 歯科検診(全学年),心電図(1年生)
耳鼻科検診(2年生)

ブラッシング指導
職員健康診断

年間行事予定表（原案） 板野中学校

4月 5月 6月 7月 8月 9月



２０２２年度 2022/4/4 現在

1 土
北部Aブロック新人大会

1 火 1 木 1 日
元日

1 水 1 水

2 日
北部Aブロック新人大会

2 水 2 金 2 月
年始休

2 木 2 木

3 月
企画委員会

3 木
文化の日

3 土
町人権問題講演会

3 火
年始休

3 金 3 金
企画委員会

4 火 4 金
郡人研？

4 日 4 水
徳島駅伝

4 土
育成型選抜結果通知

4 土

5 水
３年生１回基礎学力テスト
県人研 5 土 5 月

代休
5 木

徳島駅伝
5 日 5 日

6 木
⑤⑥板野支援交流（予備日なし）

6 日 6 火
生徒会選挙立ち会い演説会・投票
企画委員会 6 金

徳島駅伝
6 月

企画委員会
6 月

7 金 7 月
企画委員会・校内教育支援委員会

7 水
２年職場体験①？

7 土 7 火 7 火
一般選抜（学力検査）

8 土
北部Aブロック新人大会

8 火 8 木
２年職場体験②？

8 日 8 水 8 水
一般選抜（面接）

9 日
北部Aブロック新人大会

9 水 9 金 9 月
成人の日

9 木
　

9 木
一般選抜（追検査・追面接）
３年生修了式

10 月
スポーツの日

10 木 10 土 10 火
始業式
企画委員会 10 金 10 金

卒業式

11 火 11 金
遠足（1.2年）

11 日 11 水
３年第3回基礎学力テスト
課題テスト（１・２年） 11 土

建国記念の日
県中学新人駅伝 11 土

12 水
⑤⑥１年交流学習リハーサル

12 土 12 月
 三者面談①

12 木 12 日 12 日

13 木
講演会

13 日
県中学駅伝

13 火 三者面談② 13 金
全校集会（役員任命）

13 月
職員会

13 月
３年職員代休

14 金
遠足（３年）

14 月
職員会

14 水
三者面談③

14 土 14 火 14 火
職員会（進級判定）

15 土 15 火 15 木
三者面談④

15 日
　

15 水
１・２年基礎学力テスト

15 水
一般選抜結果通知

16 日 16 水
３年第2回基礎学力テスト

16 金
三者面談⑤

16 月
職員会

16 木 16 木

17 月
学校公開週間
職員会 17 木 17 土 17 火 17 金

生徒指導委員会（指導班・相談班）
17 金

18 火 18 金 18 日 18 水 18 土
３年卒業テスト

18 土

19 水 19 土 19 月
職員会

19 木 19 日 19 日

20 木 20 日 20 火 20 金
願書点検

20 月
３年卒業テスト

20 月

21 金
中教研統一大会

21 月 21 水 21 土 21 火
１・２年学年末テスト①
一般選抜出願？ 21 火

春分の日

22 土 22 火 22 木
全校集会（生徒会役員任命）
引継式・生徒総会　　生徒指導委員会 22 日 22 水

１・２年学年末テスト②
一般選抜出願？　　３年生代休 22 水

23 日 23 水
勤労感謝の日

23 金
学年集会　終業式
大掃除　反省会 23 月

育成型選抜出願
23 木

天皇誕生日
23 木

生徒総会　大掃除

24 月
郡駅伝

24 木 24 土
冬季休業開始

24 火
育成型選抜出願

24 金
１・２年学年末テスト③

24 金
修了式・離任式
送別会

25 火 25 金
生徒指導委員会（指導班・相談班）

25 日 25 水 25 土 25 土
春季休業開始

26 水
群駅伝予備日

26 土
全人研

26 月 26 木
３年生激励会

26 日 26 日

27 木 27 日
全人権

27 火 27 金
生徒指導委員会（指導班・相談班）

27 月
職員会（卒業判定）

27 月

28 金
生徒指導委員会（指導班・相談班）

28 月
期末テスト①　コンプライアンス研修

28 水 28 土
生光前期入試

28 火 28 火

29 土 29 火
期末テスト②
町人権啓発文化展作品搬入 29 木

年末休
29 日

生光前期入試
29 水

粗大ゴミ処分

30 日 30 水
期末テスト③　全校集会

30 金
年末休

30 月 30 木

31 月 31 土
年末休

31 火
育成型型選抜

31 金

心電図
内科検診

新人駅伝前健康診断

年間行事予定表（原案） 板野中学校

10月 11月 12月 2月 3月1月



学校運営協議員の皆さんにお願いしたいこと

学校の状況を見て評価するだけではなく、実際に学校運営に関わって頂きたいと考えています。

具体的には、学校の教育活動に関わることで、皆さんのお力をお借りしたいと考えています。

昨年度に引き続き、中学3年生に対する、高校入試面接練習のお手伝いを頂ければありがたいです。ま

た，プランターの管理や学校の庭の手入れなどのお手伝いを行っていただける方（もしくはグループ）を

ご紹介いただければありがたいです。

時 期 ： 12月～１月に、

方 法 ： 何人かの方でペアになって、別室で生徒の模擬面接練習をして頂く。

具体的には ：

（１）質問項目は学校で用意します。（もちろんアドリブで質問して頂くことも可能です）

※主に、

「この学校を志望した理由」「高校に入って頑張ろうと思うこと」「中学時代に頑張ったこと」

（２）生徒1人あたりの面接時間は7分程度

（３）面接で気になったところを、メモし、後で教員を通じて渡す。

（４）１人出入りも含め１０分として、１時間で６人程度。

１回１～２時間（午前でも午後でも日程は調整します）

（５）１組２人（学校運営協議員+教員１名）のチームで面接。

（６）３年生９８名。ですが、全員に対して実施することは厳しいと思います。

どなたかサポートして頂ける方を紹介して頂けるとありがたいです。

（あと、６人～１２人）

タイムスケジュール

～１０月 面接して頂ける方の紹介

１１月上旬 日程調整

１１月下旬 面接日時、質問事項等台本配布

１２月第２週～第３週 面接練習

※学校運営協議員以外の方で協力してもいいという方がいましたら、板野中学校（６７２－００７９

担当 松本教頭）までご連絡ください。改めて協力者に学校より電話させて頂き説明させて頂きま

す。


